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縮塚公園自然発鳥ウォーキングZ00「 年
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昭こむ        Bら スタート

碑れな慕てわff

紅葉、 ドングリ、カラスウリなどなど見ながら、赤塚公園と

その周りを歩く 「自然発見ウォーキング」はゆっくりと赤塚

公園の秋を、楽しみながら歩きます。どんな発見があるでしょうか? 今 年はボーイスカゥトの皆
さんにも協力してもらって、新しい企画もあります。「落ち葉あてゲーム」です。参加する子ども達
には、フィールドノートやトンボシートの景品もあります。学校あてに参加要請もします、近所の

子ども達にも声をかけてみてください。

草地では、竹を使って竹笛、竹鉄砲、鍋敷など作ります。リース作りなども検討中です。顕微鏡も

用意します。顕微鏡でのぞく虫の世界は、ジュラシックパークのようです。

当日の準備や作業を手伝って頂ける方も募集しています。

対象: 大 人から子供までどなたでも参加出来ます。

参加費は無料

持ち物 :落ち葉やドングリを入れる袋、竹の工作に

はナイフと軍手があると便利

小雨の場合は実施します。

連絡先 :瀬田 (090-1423-9894)

坂本 (090千 4618-1295)
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′赤塚自然池湿地帯づくり

7月 29日 の作業
今回の改修工事は5月 13、 20日 両日に2回 のかいばりを行い、湧水の流れこみを止め

たことにより周囲に水草や陸性の植物が芽を出してきました。

この間に7月 9日 、
"こ

れからの赤塚自然池を考えよう
"と

検討会も開かれました。

その中で色々意見が出ました。

毎年かいばりを行う事で、確かに私たちが排除したい生物は取りのぞくことが出来てきた

かも知れないが、他の生きものにも相当なダメージを与えて来たと思う。

私たちが辛抱、手を貸さず、もう少し自然に任せても と 。

箱船 (ヤゴ等の小生物や水草の芽等を守る為の試験)の 中には、今年はヤゴが孵化してい

ました、又私たちの思惑に反してザルガニにも良い環境らしく沢山生息していました。狭く

ても水草が多量にあれば共存出来ていて、箱舟から飛び立つたトンボのヤゴの脱け殻が何個

か見られました。

池の広場側にも湿地を造ることにより、水草が生えやすくなり、公園に来た人たちにも水

草を楽しんでもらえるのではと、云う事で今回の改修工事が計画されました。

朝、池の所に行くと、既に坂本さんや水研の尾坂さん達数人がいらして居て、トラックで

赤土が運ばれて来ており、又荒川から採ってきた表土や水草等も池の縁に置かれていました。

土裏を造る準備作業に入っており、私もトラックの上で積まれている土で土嚢造りの手伝

いを始めました。

そうしているうちに10時 頃になると、多数の会員と共に、若く頼もしい植田さんの息子

さんやその友達が参加して来てくださり、総勢 18人 程になりました。

池の中に造る湿地帯の、半島の傾斜地の位置、形、大きさなどが確認されあと、作業分担

も土裏を造る人、運ぶ人、池の中で土嚢を積み上げて行く人と、役割分担が決まりいよいよ

作業開始。

作業はみんなで、和気あいあい、冗談を云いつつ楽しみながら作業が進んで行きました

池に中に土案を積み上げていくのが意外に大変、池の淵は傾斜がきついのと、その傾斜面に

軟らかい土があり、その上に土裏を積み上げると土が滑り、池の深い方向に向かってずれ込

んで行きます。

半島の形に外周が出来たところで、 トラックを池の近くまで寄せ、トラックの上から上を



バケツリレーならぬ養リレーで、土手の内側部分に、又池の中央に向かって傾斜が付くよう

に土を入れていきました。

造成が出来たところで荒川から採つてきた土 (色々な水草の種や根が眠っているのを期待

して?)播 き、又一緒に採ってきたコウキヤガラ、サンカクイ、キシュウスズメノヒエ等の

水草類を移植して、今回の改修工事が完了となり、池に水を入れることになりました。

いよいよ池の方に湧水を通そうと、かいばりの後下水に流していた水を水路に切替えたと

ころ思うよう水は流れて行きません。

水を止めて 1ケ 月余り、水路はすっかり草で塞がれ、今度は水路の整備となり草を苅り、

水路の底にある落葉を掻き出し、ちょろちょろ頼りない流れの湧水を池に向かって 1時間余

り導いて池に流れこんだ時は思わずバンザイ !

流れこむ水を見ながら片付け、最後にビールでご苦労さん、解散となりました。

湿地帯に生えてくる水草を楽しみに帰路につきました。

ところが。・・攻防機は経く
8月 26日 、ウォーキングの下見を兼ねた

現場調査で、ザリガニがちょろちょろして

るので、カニカゴを入れたところ、ザリガ

ニ 38匹 を捕獲。9月 9日 再び、捕獲カゴを

設置して今度は 50匹かかった。かいばりし

たのに、いるんですね。水草もキシュウスズ

メノヒエのみになっていました (大西 優 )。

水を入れる前の湿地状態のときにやっ

てきたコサギ (6月 7日 )。天敵の水鳥

がせっせと食べてくれことを期待しま

しよう (写真は滝川さん)
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板活の毘虫を打べる トラツプ掃
トラップにも色 種々類があるが、今回の主題はベイトトラップである。ベイトトラップというと

えらそうであるが、餌入りのワナを地面に置くだけの話である。地面を這い回つて餌を捜す昆虫を

捕獲する道具である。飛び回る昆虫は日中活動するものが多いが、地表面にいる虫は夜行性のもの

が多い。このトラップを2, 3日 仕掛けておけヤま ふだんは目に付かない昆虫にお目にかかれると

いうことだ。

トラッブロ査でわかること

地表面で生活する昆虫が最も影響を受けるのは、植生や土壌の固さなど地表面の状態である。当

然のことであろうが、去年、今年のトラップ調査でも裏付けられた。樹林内であっても表面が踏み

固められ、植生がないところにしかけたトラップには昆虫が非常に少なかった。

草原か森林かによって種類は異なっている。草丈によっても種類や個体数が異なるようであるが、

我々の調査でははっきりした傾向はつかめなかった。

トラップの設置個所の状況をより詳しくあらわす方法を考えなければならないが、我々素人にはむ

ずかしいと思う。植物群落の種類、被度、土壌の回さ、湿度などが考えられる。

環境を指標する昆虫たち

環境により見られる昆虫の種類は違っている。ということはどんな昆虫がいるかわかれば【その

場所の環境が判定できるということである。自然をみるものさし、指標生物という考えである。あ

る生物が住んでいるか、どの生物の個体数

が多いかなどにより、その土地の気候や自

然度(都市イ雄弱、大気汚染の程度など、諸々

がわかるという具合である。

板橋区の公園や、緑地の自然度を計りた

い、これが我々が行ったトラップ調査の目

的の一つである。では板橋各地の自然度は

どうなのであろう。結果はまだまだである。

ようやく入口に立った程度であると自然度

という概念のあいまいさ、指標の昆虫には

何を選ぶか、計算方法は、と難題はつきな

い。

自然度とはなにか

自然が豊か、日常よくいわれる言い回し

であるが、人によりその指し示すものは大

高次消費者

「ビオトープみんなでつくる」より



°
(駅鞘量 田首)Rγγ早導a留凛1ュ各?く食ユC拳暫脅鮮率Q妥碑

Yと
°
各晋qュ7コ?〉ュY鷺鮮駒茅引卑17マ寺程々脅K軽碑?°主導(1冒?ギ畢澄ユ邸孝妥翠軍⑫靭

路0%副曜ウ平'1暑ユコ訳格taコ(lK字二留挙?駅
tユ

0ウく食ユこ率21翠歌¥【4髪名繁
｀
▼1駅O●

°
主導

Y孝マツ〉ユQ爵卑張韓撃聾マユ②幹¥導傘擁専ポ1碑Y鷺21翌平⑫駅鮮路勲望翠夕摯夕
°
ギ客▼Q

ユ【1平程1ユ②(1率働百辞擁副守平②中⑫駅
｀
辞二導く4冒7認ヨ晋凛1駒計⑦a日⑦駅摯陛

。
こ導(1冒

?ワ率21恥冒亨く食WO辞てOヽ種耶懇7麗里平
ミ
ユ⑦率駅平T⑦硬盟駅軍1駅普目畜¥く食塚⑦潮平

ユl作郵隅拶口郵撃

(Y雪幸鱒)°(1¥マ
ユ(1晏妥善理⑫

壮⑦ユ(1こ2躍⑫率Y盟0将督泌尉コ21回Y°?留ユ⑫率??⑦挙認導モ1業劫?堪妥軍普目
°
ウ留ユ⑦率楳享説晋⑫α¥⑦翠躍⑫張Y｀軍悪⑦将督灘引モ1享躍∠糸姿式¥こ母辞学準

｀
留戦

核留ユ客2【嘔戦理纂1ユ出血マ〉(砲ポ習早予鮮隼導Qユ

碑調彰¥鴻ごみてきてきひ堅暴つ4中如②革¥°フ留ユ客平(1率̀軍4ユ務士辞とふrr子4とE1ヽ字

引中血モ1ユ銚摯
°
9留ユを平?留鮮軍傘⑫隼⑫¥革?壁とふrrキ4玄②単旨士

。(1率
Yく食モ121毅理

a導留
｀
〉早学も鮮楳享⑫妥報¥暫⑫壮魯マこ魯

°
?留ユ客平?留さは軍EtVttIキて■学F/外恋

Fコマシヤユ新
°
9留ユ各2働留程1(1習Q`隼ユマユ澄昭ユ潔鶏7¥¥■1ユa酎¥マ辞壮鮮レコマ

°
各密留ユく4率程1曜晋隼21幣泌

｀
a留ュ期挽程4(食事02脅率翻ば?緊撃現に

°
2留ユ盟彗ギ0?二営

堅隼ユコP出幸日ご碑孝ユQ¥首
｀
ごウ留傘晏紹孝鞘半1ユ【1こ引ギP謹1当期?き聾OP

勲印
°
翌?留ュLEg覇鮮軍縫⑦穫y。客ク留ユウ率〉ニ

さa【γ砕浮4碑nこ妥張y,t母聾聾ユa即引鞘慨ゥェ臣引鶏単操
°
客導Qユこ率〉率脅ギ幹辞耳説0

財単燥率何稗7?堪ユ穫聾聾引駆黄
°(4字

阜W督奪導aュa平〉平く421か二憩密認辞坤彰操軍―

°
ワ留ユ単操¥辞碑コ

｀
整畿ゥ碑脅暫鮮将暫ウ幣脅暑市引率部⑫割盟

°
ウ留ユ

⑦平研盟拘留ユ閏裕解4彰蝉ユこ?'1%茅
°(1夕

21射ぷγP率ぷ口辛E卒各々ム糸
｀
ごみ客rと

｀
さ

恣4ミ▲外
｀
こ1将各調立製頚当°

?留主aギ浮40隼a凹
｀
〉現町偽字璃鶴襲聾怒4将督〉こ引目主彰操

母郭覇卦1張引升典峰
°
各?留ユく体1ユこ(1マ｀

9暑ユ辞?

2?控主科翠誓0普鍵駒幕17耳普目
°
?留ユ堅¥贄遠tユ中普吊ポ1独親?甲里

｀
研盟さ潔絶f4碑コ

°
?留ユ?コ各【17｀ワ(1引韓軒号陽

鮮聾号〉率軍1ユ⑫【食塚?脅¥も鮮晩ギぷ1聾Z `IO軍判〔1ユ(1こ21%曜引串
｀
〉多鮮爵聾0路副曜

?二軍鞘妥普日
｀
マ各【4,1研親首

°(1辱
蝶号筈?く4ユこ朝妥報堅¥FtO魯二¥｀辞名¥Yこ掌妥報

翠0耳湧身留ユ(1こコ普目aギQ。ゥ留ュ客▼?率晋杉¥コ⑦韓二¥Q騨02像▼引Y｀鮮ウ留ユ

ο             急97ギ汚Pを浮を1車督「      gFr g。身どθθ″



2θθr年9月 r5g      g麟 ■みずみどグ第26号             ②

城批軍原ピオトープ

の値物

このように人間が手を加えないでいると、植物はどのように移り変わっていくのか、調査し、記

録していくことになりました。

島井さんの指導の下に、調査は、草原全体の傾向を見ると共に、1区画 (lmXlm)の 植物の種

類とその量 (被覆面積)を調べます。8月 5日、最悪の猛暑ではなかったものの、木陰の無い草原は

やはり暑かったし、どこにでもある雑革を掻き分けての調査にそれほどわくわくするような期待感

はありませんでした。

ところが、 lm四 方の中にも植物の生存競争のドラマがあり、これが結構面白い。相の外は青々

としているのに、村の中は意外にも茶色に枯れていました。これは春にわっと茂ったカモジグサが

種をつけ、枯れはじめているためでした。出番です、とばかり若いメヒシバが伸びはじめていまし

た。根元には、日が当たらない悪条件の中できまざまな植物がじつと待っていました。

昨年はオオアレチノギクやヒメムカシヨモギなど婦化植物が多くてちょつとがうかりしたのです

が、今年はあまり見当たりません。もう生育に適した場所でなくなったのでしょう。雑草を刈った

り抜いたりすることは、そういう環境に適した雑草の生育環境をせっせと整えていることになるの

かもしれません。面白いことに、林のアズマネザサが稲のところからツーッ地下室を伸ばしていま

す。人が通るところにはまったく芽は出てこないから不思議です。エノキ、アカメガシワ、ムクノ

キなどの木の芽生えもあちこちにありました。

実生も今すぐ抜きません。高木になるまで放置することはできませんが、濯木まじりの明るい草

原の自然の価値を発見したいと思います。

公園や道端の植物が花をつけ種が出来て枯れるまで、その一生を見ることはあまりありません。

生えるとすぐに刈ったり抜いたりされるためです。ありふれた事の生活をじっくり見ていくのも面

白いですよ。興味のある方は秋の調査にはのぞきに来て下さい (坂本 郁子)。
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活動の角畑らせ
●運営委員会は毎月第1金曜日です:″:藁孫万所騒打額警杯警軍播ζ暦警祐F
10月運営委員会 日時:10月5日(:鋤18:30～20:30 エョポリスセンター
11月 運営委員会 日 時 :11月 2日伯餌8:30～20:30 エ ョポリスセンター

0会 報の印刷 。発送は寄敦月の 15日。お手伝いできる方は応援ようしく
日時:11月15日(本"7:30～  場  所 :エコポリスセンタ…

● ウォーキング打合わせ

日時 :9月 26日 (7kD 18:30～20:00

場所 :産文ホール第4会議室

内容 :ルートや役割、当日の看板等を確

認します

連絡先 :瀬田 (3969-7124)

● 秋の鳴く虫観韓会

荒川の河川敷にはカンタンがいます。

カンタンやコオ回ギの声を聞きながら

風流なひとときを過ごしませんか。

日時 :10月 6日 (土)18:00～ 20:00

場所 :房コ!l生物生態園

舟渡斎場前の土手 (または高島平

から出ている浮問舟渡行きのパス

停に17:30集合)

持ち物 :図鑑、懐中電灯,好 みの飲み物

連絡先 :釣巻 (3961-2875)

● 事原ピオ トーブ掬の梅輸田査

日 時

場 所

持ち物

講 師

その他

輸

10月 7日 (日)10:00～12:00

赤塚公園城社革原

図鑑、ルーベ、/― 卜など

島井 議同

小雨でも実施します

J反月卜090-4618-1295

● ウォーキングルートの観韓会

自然発見ウォーキングの下見を兼ねて秋

の赤塚公園の観震会。夕方からイッパイ

飲みながら城址草原の鳴く虫 ・鳴かない

虫を観察します。ウォーキングのお手伝

い下さる方は来て札

日時 :10月 14日(日)13:30～18:00

集合 :美術館前

連絡先 :瀬田 (3969-7124)

● 工作ヨーナー見本づくり

10月 のウォーキングエ作コーナーの試

作品づくり。手仕事が好きな方よろしく

日時 :10月 20白 て土)10:00～ 12:00

場所 :美術館横の池

雨天の場合は美術館の軒先

― :大西 (3938-3106)

0自 然発見ウォーキング本番

日時 :10月 28日 (日)

詳細は本能表紙を見て札

● 上高地の自然を防ねる会

日時 :11月 9日 (金)～ 11日 で日)

泊りがけで上高地の自然を訪ね、地元の

景観保全活動にも参加します。

詳細は坂本090-4618-1295


